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令 和 ７ 年 度 事 業 計 画 

 

Ⅰ 基本理念 

「人と人とがつながり 支え合う地域づくり」 

 

佐久市社会福祉協議会は、「人と人とがつながり 支え合う地域づくり」を基本理念

とし、地域福祉を推進する中核的な団体として、「誰もが安心して暮らすことができる

福祉のまちづくり」を推進することを使命としています。 

この使命を達成するため、社会福祉関係団体やＮＰＯ法人、地域の方々と連携して、

国や自治体の福祉制度では補いきれない地域の課題解決に取り組みながら、その連

絡調整役も担っていきます。 

 

Ⅱ 基本目標 

 （１）共に支え合う人づくり  

地域住民同士の自主的・主体的な支え合いの意識を啓発し、市民の連帯意識を

高め、積極的に地域活動に関わることができる人材の育成と、地域活動を支える組

織の育成や活性化を図ります。 

  

 （２）安心して暮らせる地域づくり  

安心して子どもを生み育てられる仕組みづくりや、地域住民がお互いに支え合う

地域コミュニティの形成を目指します。さらに、すべての市民が安心して暮らせる地

域を築くための自主防災活動や、犯罪から地域を守る自主防犯活動を中心とした助

け合い活動の充実を図ります。 

  

 （３）生涯にわたる心とからだの健康づくり  

市民すべてが、健康で生きがいを持って暮らせるよう、いつでも、どこでも学習で

きる機会の創出を進めます。また、優れた知識・技術、知恵を持つ経験豊かで元気な

高齢者が、地域活動に参加しやすい仕組みづくりを進めます。 
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重 点 目 標 

 

法人運営（総務課） 

１ 戦略的な社協経営 

時代の変化に即した適切な法人運営や事業経営を行うとともに、総合的な企画や各

部門の事業調整なども行いながら、社協事業全体の組織管理（マネジメント）業務を行

います。 

また、各事業を推進するために必要な職員の確保と、事業推進に求められる能力開

発のための教育システムの構築を図ります。 

 

（１）第一次発展・強化（改善）計画の評価と第二次発展・強化（改善）計画の作成 

第一次発展・強化（改善）計画の実績について検証し、課題についての改善策を検

討し、第二次発展・強化（改善）計画の策定を進めます。 

 

（２）職員体制の確保と人材育成 

    人材確保が難しい状況であることを踏まえて、計画的な職員の採用・配置を引き 

続き行います。 

また、新規採用職員を対象とした OJT 体制を構築し、人材育成に力を入れると共

に、新規採用職員の不安を解消し、職場への定着率アップを図ります。 

 

（３）財源確保 

    継続的・安定的な事業継続ができるように、引き続き社協会費や寄付金などの 

「民間財源」、補助金や委託料などの「公費財源」、介護報酬等の「事業収入財源」の 

確保に努めます。 

 

地域福祉の推進（福祉課） 

１ ファミリーサポート事業「ほっと・ホット」の充実 （育児支援） 

時代や働き方の変化により、子育ての環境も大きく変化しており、育児をする中で抱

える課題や相談が多様化しています。子育ての「手助け」をして欲しい人と、子育ての

「お手伝い」をしたい人が登録し、必要な家庭に対し支援会員が有償でお手伝い（支援）

します。さらに、子どもに対する支援だけでなく、悩みを抱える子育て世代の相談を受

けることで、関係機関へも繋げていきます。 
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（１）育児支援会員を養成するため、研修会を開催します。 

（２）利用会員の状況により、関係機関と連携を図ります。 

 

２ ふれあいいきいきサロン事業の充実（世話人交流会事業含む） 

（１）高齢者等の閉じこもりや認知症・介護予防、地域づくりを目的に、地区の集会施設を

利用した区単位でのサロン（お茶のみ会）の開催を支援します。 

 

（２）未開催の区に対し、事業の実施ができるよう、区長や民生児童委員等に積極的に声

掛けを行ったり、サロン体験会を開催したり、サロン開催のきっかけづくりを行います。 

 

（３）パンフレットを作成し、事業の周知、啓発活動を行います。 

 

（４）サロンを開催している区へは、実施内容の参考となるよう「お役立ち一覧」、「物品貸

出一覧」の情報提供を行うほか、運営する中での課題についても解決できるよう、助

言を行います。 

 

 （５）サロンの運営に関わる世話人を対象に、資質向上や横のつながりを強化するため、 

交流会を開催します。 

   

３ ボランティアセンター事業の充実 

（１）多世代に地域の活動やボランティア活動に興味・関心を持ってもらえるよう、きっかけ 

づくりの講座を開催します。 

 

（２）ボランティアの活動内容を、現在活動している団体、企業等と連携して紹介すること

で、具体的な活動へ繋げられるよう導きます。 

 

（３）地域とのつながりや絆が希薄になっていく中で、子どもの居場所づくり・世代間交流

を目的に、「さーくちゃんち（家）でごはんを食べよう」を実施します。また、広報や

SNS 等により、ボランティアの募集、開催日時等の周知、併せてフードドライブの協

力について積極的に情報発信を行います。 
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地域福祉の推進（福祉課相談支援係） 

 １ 包括的な相談支援の体制づくり 

（１）時代変化や価値観の多様化により、生活課題が複合的なものとなっている状況の中、

誰もが権利を侵害されることなく、自分の意志に基づいてその人らしい生活を送るこ

とができるよう権利擁護支援を行います。 

また、関係機関と連携を強化し、住民のあらゆる地域生活課題を受け止め、課題解

決を継続的に支援します。 

 

（２）相談窓口で待つだけではなく、積極的にアウトリーチによる支援を行います。 

 

（３）支援にあたっては、本人らしい暮らしの実現に向け、分野横断的な連携が重要であ

るため、既存の制度やサービスにつなぐだけではなく、住民による福祉活動や、ボラン

ティア等のインフォーマルな社会資源とも連携します。 

 

介護保険・障害福祉サービス（在宅サービス係） 

１ 安心・安全な在宅福祉サービスの実施 

（１）在宅サービス係部門の介護保険サービス事業所、障害福祉サービス事業所では、職

員の専門性を高めていくとともに、地域のニーズを把握し創意工夫をしながら、地域に

選ばれる事業所を目指し、利用者一人ひとりに寄り添った支援に努めます。 

 

（２）感染予防対策に徹底したサービス提供を行うとともに、職員が安心して業務に取り

組める環境整備を行います。 

 

（３）本会の介護保険サービス事業・障害福祉サービス事業従事職員は減少傾向であり、

その確保は喫緊の課題です。職員定着のための指導体制や研修体制の充実、デジタ

ル技術を活用した労働環境の整備、働きやすい雇用形態の検討等を行い、人材確保

に努めます。 

 

（４）令和 5 年度に策定した業務継続計画(ＢＣＰ)を基に、防災訓練を実施し、実態に即

した業務継続計画（BCP）となるよう、見直しを行います。 

 

（５）人材不足により、配置基準を満たせなくなる恐れがあるため、障害福祉サービス事

業所の再編成等の検討を行います。 
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事 業 計 画（詳細） 

法人運営部門 

１ 法人運営 

（事業概要） 

適切な法人運営や事業経営を行うとともに、各部門間の調整等を行い、全体のマネジメント業務

にあたります。 

 

（中長期目標） 

継続的な職員の採用計画と育成計画を作成し、各事業に必要な人材を配置します。また、事業ご

との収支状況を把握し、継続的な赤字が生じないよう今後の経営方針を検討していきます。 

 

（令和 7 年度目標） 

年度 

項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

事業活動収支 25,745,312 円 11,444,829 円 ▲６,000,000 円 ▲23,000,000 円 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 中期計画に基づいた運営 

   ・各部門間の調整を行い、発展・強化（改善）計画に基づいた運営をします。（通年） 

 

２ 人事・労務体制の整備 

・外部講師の意見を取り入れ、佐久市社協のキャリアパス作成を行います。（４月～１２月） 新 

・職員の資質向上を図るため、職員研修を開催します。（通年） 

・労務関係の情報について、職員向けの通信を作成し、毎月オクレンジャー等で発信します。

（通年） 新 

・新規職員向けの OJT 体制を構築し、人材育成に力を入れる。（通年） 新 

・新規職員採用試験を実施します。（６月～８月） 

・定年延長制度の導入と昇格制度等の見直しを検討します。（通年） 

・人事評価を継続実施します。（通年） 

・職員健康診断を実施します。（６月～２月） 

・ストレスチェック制度導入の検討を行います。（７月～３月） 

 

３ 財務運営・管理 

・事業ごとの収入・支出の増減の推移やその要因を把握し、経営状況の見える化を行います。 

（通年）  
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４ 課題の共有と協議 

   ・市理事者と会長の面談を実施します。（年１回程度） 

   ・３役会議（会長・事務局長・課長）を開催します。（隔月） 

   ・運営会議（会長・事務局長・課長・係長が出席）を開催します。（毎月） 

 

５ その他 

   ・DX 化により業務効率の向上を目指します。（タイムカードの導入検討等） 

   ・会長表彰を行います。（４月～１２月） 

   ・職員互助会活動を行います。（通年） 

   ・佐久ブロック社協活動に取り組みます。（令和６、７年度は幹事を担当） 

 

２ 部会委員会 

（事業概要） 

理事・評議員・監事の選任を行い、法令に基づき理事会・評議員会・監査機関等を設置します。

社協は公共性と民間性を合わせ持つ「地域福祉の推進を図る団体」として、地域社会の総意の中

で事業を展開できるように理事会・評議員会を開催します。 

 

（中長期目標） 

理事会の開催数を増やすことで、社協の経営により多くの意見を取り入れ、地域社会の総意の

中で社協の経営が展開できるよう努めます。 

 

（令和 7 年度目標） 

           年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

理事会 ５回（３回） ９回（４回） 6 回（３回） ６回（３回） 

評議員会 ４回（２回） ６回（３回） ４回（１回） ４回（２回） 

意見交換・視察 0 回 １回 １回 ２回 

  ※（）は議決の省略での開催 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 理事・評議員の任期満了による改選を行います。（４月～６月）  

２ 定期的に理事会・評議員会を開催します。（６月、１２月、３月） 

３ 佐久市社協の現場視察を企画します。（７月～８月） 

４ 理事・評議員との意見交換の場を設けます。（年１～２回程度） 

 

 

 



7 
 

３ 会費活動 

（事業概要） 

社会福祉法において、地域住民は地域福祉を推進する主体として位置づけられていることから、

社協事業を地域住民の参加・協力・支持によって進めるための基本的な制度として住民会員制度

があります。このことから、地域福祉の推進や本会事業への参加の意思表示の一つの手段として、

会費納入の協力をお願いしています。 

 

（中長期目標） 

社協会費の納入額が年々減少していることから、他の社協の動向も注視しながら募集方法を検

討するとともに、会費の使途について引き続き広報を行います。 

 

（令和 7 年度目標） 

    年度 

 項目 
R４年度実績 R５年度実績 R６年度見込 R７年度目標 

会費額 21,395,280 円 20,637,608 円 19,676,411 円 20,500,000 円 

会員数 22,099 人 21,302 人 20,404 件 21,000 件 

加入率 63.6% 62.8% 62.2% 61.1% 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 本協議会の事業を周知するために広報誌「ぴーぷる」、HP、SNS 等により、社協活動のＰＲを

行います。（通年） 

２ 報道機関等を利用し、会費の使用目的・使途について情報発信していきます。（通年） 

３ 会費納入の増額に向けて、事業に賛同してくださる企業・団体や個人に活動資金のご寄付を

いただく「賛助会員制度」について検討します。（通年） 

４ 区長や日赤奉仕団等の集金事務協力者の負担軽減について検討します。（通年） 

５ 市内の各世帯に会費への協力をお願いできるように準備を進めます。（４月～６月） 

 

４ 啓発宣伝 

（事業概要） 

本協議会の活動内容等をより多くの方に届けるため、広報誌「ぴーぷる」やホームページ、ＳＮＳ

などの様々な媒体を利用して情報発信を行います。 

 

（中長期目標） 

職員が多様な媒体を利用し、効果的な広報活動ができるように、広報の作成方法やシステムの

操作方法を身に付けます。 
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（令和 7 年度目標） 

               年度 

   項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

ＨＰアクセス数 25,668 件 14,960 件 30,000 件 31,000 件 

X フォロワー数 1,016 人 1,101 人 1,150 人 1,200 人 

Instagram フォロワー数  391 人 500 人 1,000 人 

LINE 友達数  60 人 100 人 150 人 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 写真や動画等により、活動の様子が分かりやすい広報を行います。（通年） 

２ 広報誌「ぴーぷる」の編集体制を見直し、フルカラーを生かした読みやすい誌面づくり等に

取り組みます。（通年） 

３ タイムリーな情報発信・更新ができるように、全職員のＨＰ、X、Instagram、LINE 等の操 

作方法の習得を目指します。（通年） 

４ 民間メディアを積極的に活用し、効果的な情報発信を行います。（通年） 
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地域福祉部門（ボランティア活動の推進） 

５ ボランティアセンター活動事業 (ボランティア活動の充実）  

（事業概要） 

ボランティア活動に関する受付手続き・活動先の紹介・保険等に関する相談を行うほか、情報提

供・啓発やきっかけづくりも行います。 

 

（中長期目標） 

ボランティア活動に携わる人を増やすため、ボランティア活動の普及啓発や、新規のボランティア

活動先の開拓を行う。 

 

（令和７年度目標） 

１ 広報誌「ぴーぷる」、ＨＰ、SNS 等により、ボランティアに関する募集情報や実施事業の紹介を

行い、ボランティア活動に携わる人を増やします。（通年） 

２ 地区サロン等へ積極的に出向き、地域の困りごと収集を行い、事業（講座等）に反映させま

す。 

３ 市内４地区（佐久・臼田・浅科・望月）で、「さーくちゃんち（家）でごはんを食べよう」を開催しま

す。 

 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 地区サロン等でボランティアセンターの紹介チラシを配布し、ボランティア活動の啓発を行な 

います。（4 月～3 月） 

２ 地区サロン等へ積極的に出向き、アセスメントシートを活用し、地域の困りごとの情報収集を 

行ないます。（4 月～3 月） 

３ 年間を通して「さーくちゃんち（家）でごはんを食べよう」を実施します。（4 月～3 月） 

 

６ 地域福祉講座 

（事業概要） 

「ふくし」についての講座を開催し、一人ひとりがしあわせに暮らしていけるよう、自分自身を大切

にするだけでなく、互いに支え合うことの大切さも学びます。また、講座終了後、希望する方にボラ

ンティア登録をしていただき、社協事業にご協力いただけるよう、講座の中で社協事業についても

紹介します。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

ボランティア団体数 73 団体 78 団体 89 団体 95 団体 

ボランティア登録者数 1,730 名 2,121 名 2,382 名 2,400 名 



10 
 

（中長期目標） 

地域福祉活動のボランティアを養成します。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」、ＨＰ、ＳＮＳ等の他、報道機関へも情報提供することで、講座のＰＲを行います。 

     年度 

 項目 
R5 年度実績 R6 年度見込 令和 7 年度目標 

受講者数 54 名 32 名 40 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 講座の企画、チラシを作成します。（4 月） 

２ 広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、地域福祉講座の周知を行い、受講者の申込受付を行いま

す。（5 月） 

３ 地域福祉講座を開催します。（5 月～3 月） 

 

７ 災害ボランティア事業 

（事業概要） 

【災害ボランティア講座】 

災害に対する心構えや、災害ボランティアに参加する際の必要事項等の情報提供を行います。

また、市民自らが防災意識を高めて知識習得することで、もしもの災害に備えられるようにしま

す。 

 

【災害ボランティアセンター設置運営事業】 

市内において、地震、風水害等の甚大な災害が発生した際に、災害ボランティアセンターを迅

速に設置し、効率的な運営ができるように、災害ボランティア登録者と住民ボランティアの受付方

法から需要と供給の調整方法について学びます。また、関係機関との情報共有の重要性や、正

確な情報収集と情報提供方法について学びます。 

 

（中長期目標） 

・発災時に市民自らが被災地域でボランティア活動ができるようにします。 

・災害発生時に災害ボランティアセンターを迅速に設置し、効率的に運営できるようにします。 

 

（令和 7 年度目標） 

１ 広報誌「ぴーぷる」、ＨＰ、SNS により、講座の周知を行います。また災害ボランティア登録者に、 

講座等への参加を促します。 

２ 災害ボランティアセンターの開設訓練や研修会を青年会議所、佐久大学、災害ボランティア 

登録者等と合同で開催します。（年 1 回） 
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          年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

受講者数 10 名 20 名 14 名 25 名 

新規災害ボランティア登録者数 48 名 49 名 49 名 60 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 講座の企画、チラシを作成します。（4 月） 

２ 広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、講座の周知を行います。（5 月） 

３ 受講者の受付を行います。（5 月） 

４ 災害ボランティア講座（予定）  

   期日：6 月 14 日（土） 

   場所：あいとぴあ臼田 ホール 

   内容：「災害ボランティアセンター立ち上げ訓練」 

   講師：長野県社会福祉協議会 職員 

 

8 育児“助っ人”養成講座 

（事業概要） 

ファミリーサポート事業を実施するための、育児支援会員の養成を行います。 

 

（中長期目標） 

登録支援会員の増員を目指します。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、講座の周知を行い、講座受講後、登録支援会員を増やします。 

            年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

育児助っ人養成講座受講者数 28 名 16 名 28 名 30 名 

育児支援会員（新規）登録者数 4 名 4 名 2 名 5 名 

支援会員研修会受講者数 28 名 16 名 28 名 30 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 育児助っ人養成講座の企画、チラシの作成を行います。（5 月） 

2 広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、育児助っ人養成講座の周知を行い、受講希望者の 

受付を行います。（9 月） 

3 育児助っ人養成講座を 3 回開催し、アンケート調査を実施します。（11 月～12 月） 

4 支援会員を対象に支援会員研修会を開催します。（2 月） 
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9 介護“助っ人”養成講座 

（事業概要） 

介護助っ人事業を実施するための、介護支援会員の養成を行います。 

 

（中長期目標） 

登録支援会員の増員を目指します。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、講座の周知を行い、講座受講後、登録支援会員を増やします。 

            年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

介護助っ人養成講座受講者数 28 名 16 名 28 名 30 名 

介護支援会員（新規）登録者数 7 名 4 名 1 名 5 名 

支援会員研修会受講者数 28 名 16 名 28 名 30 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 介護助っ人養成講座の企画、チラシの作成を行います。（5 月） 

２ 広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等を活用により、介護助っ人養成講座の周知を行い、受講希望者の 

  受付を行います。（６月） 

３ 介護助っ人養成講座を 3 回開催し、アンケート調査を実施します。（6 月～7 月） 

4 支援会員を対象に支援会員研修会を開催します。（2 月） 

 

10 安心コール事業 

（事業概要） 

希望する 70 歳以上のひとり暮らし高齢者等に、ボランティアが電話による安否確認を行います。

複数回にわたって連絡がつかない利用者がいた場合、民生児童委員や地域包括支援センターと連

携して安否確認を行います。 

 

（中長期目標） 

ボランティアと連携し、事業を実施します。 

 

（令和 7 年度目標） 

ボランティアが電話による安否確認を行い、近況報告を受けます。 
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      年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

実施日数 186 日 158 日 135 日 140 日 

延べボランティア数 161 名 152 名 125 名 130 回 

登録者数 82 名 59 名 50 名 50 名 

延べコール回数 2,172 回 1,647 回 1,000 回 1,020 回 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ ボランティアが電話による安否確認を行い、近況報告を受けます。（4 月～3 月） 

 

11 お元気レター事業 

（事業概要） 

ボランティアが描いた絵手紙を、希望する 70 歳以上のひとり暮らし高齢者等に郵送することで、

高齢者の孤独感を解消し、安心した生活を送れるようにします。 

 

（中長期目標） 

ボランティアと連携し、お元気レター事業を実施します。 

 

（令和 7 年度目標） 

希望する 70 歳以上のひとり暮らし高齢者等に絵手紙を郵送します。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

登録者数 552 名 512 名 500 名 510 名 

延べ利用者数 1,718 名 1,760 名 1,700 名 1,720 名 

ボランティア数 64 名 80 名 64 名 65 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ ボランティアグループ、個人ボランティアから提供された絵手紙を、希望する 70 歳以上のひと 

り暮らし高齢者等に郵送します。（4 月～3 月） 

２ 新規ボランティアの育成と、既存団体へのフォローアップとして、絵手紙講習会を開催します。 

（3 月） 
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地域福祉部門（各種相談体制の充実） 

12 生活福祉資金貸付事業 〈県社協受託事業〉 

（事業概要） 

長野県社会福祉協議会の委託を受け、低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯等に対し、資金

の貸し付けと必要な相談支援を行うことで、借受者の経済的自立、生活意欲の助長促進、在宅福

祉及び社会参加の促進を図ります。 

 

（中長期目標） 

貸付に対する相談を通して明らかとなった相談者の生活課題に対し、まいさぽ佐久市と連携する

ことで、効果的、効率的な支援の促進を図ります。 

 

（令和 7 年度目標） 

貸付による金銭的な支援だけではなく、対象者の生活再建を視野に入れ、関係機関との連携を

密にし、自立に向けた積極的な支援を行います。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 Ｒ6 年度見込 Ｒ7 年度目標 

貸付件数 16 件 16 件 7 件 10 件 

貸付金額 5,806,000 円 5,015,000 円 879,000 円 1,000,000 円 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 相談者の生活状況を把握するために丁寧なアセスメントを行い、貸付以外の課題を捕捉した 

場合、関係機関と連携を図り課題解決に努めます。（通年） 

２ 償還が滞っているケースについて、現状把握に努め、県社協・生活困窮者自立支援機関など 

と連携し、借受人の生活再建に向け、積極的な支援を行います。（通年） 

 

13 緊急小口資金等特例貸付実施後の相談支援体制強化事業 

〈県社協補助事業〉 

（事業概要） 

令和 2 年 3 月から令和 4 年 9 月に実施された緊急小口資金等特例貸付について、償還免除

や、償還猶予となっている借受者の生活課題を捕捉し、生活再建に向けた相談支援を行います。 

 

（中長期目標） 

借受者に対するフォローアップ支援として、アウトリーチによる生活課題の把握や、生活再建に向

けた支援を行います。また、他社協で実施する取り組みを参考にし、新たな手法を取り入れていくこ

とで事業の強化を図ります。 
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（令和 7 年度目標） 

１ 特例貸付後の償還免除や、償還困難な借受者のフォローアップ支援を行います。 

２ 償還が困難になっている借受者や、生活課題を抱えている借受者の把握をします。また、適

切な支援をするために、人員配置や各事業や関係機関との連携強化、オンライン相談を目的とし

たタブレット端末等の ICT 整備の検討を行います。 

     年度 

 項目 
Ｒ5 年度実績 Ｒ6 年度見込 R7 年度目標 

実施内容 

借受者 120 名に郵送

により生活状況の確認

を実施する。 

3 ヶ月以上滞納して

いる86世帯へ電話・

自宅訪問等を実施す

る。 

償還状況や家族構成等で分類

した借受者に対し、生活再建の

一歩となるよう、生活状況に合

った情報を届けるため訪問等

の支援を行う。 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 令和 6 年度に分類した借受者に対し、4 月から 5 月にどのターゲット層にアウトリーチをして

いくかについて検討し、6 月を目安に訪問等によるプッシュ型の支援を行ないます。その結果を

基に、その後の対応を決定し、高齢者・障害者・児童等の分野を横断した支援体制を整えられる

よう、各機関との連携の強化を図ります。 

 

14 日常生活自立支援事業 〈県社協受託事業〉 

（事業概要） 

長野県社会福祉協議会の委託を受け、判断能力に不安がある認知症高齢者、知的障がい者、

精神障がい者に対し、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理等を支援することで生活支援

を行います。 

 

（中長期目標） 

各種相談業務との情報共有や連携を図ります。 

 

（令和 7 年度目標） 

県社協や市、地域包括支援センター等の関係機関と情報の共有や連携を図り、対象者の福祉サ

ービスの利用援助や日常的な金銭管理等を支援します。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

有効契約件数 44 件 39 件 41 件 40 件 

利用援助回数 788 回 914 回 700 回 700 回 
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（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 生活支援員との雇用契約を行います。（４月） 

２ 佐久市社協の負担軽減と、利用者の居所がある社協が事業を行うことが望ましいことから、

事務局移管未実施社協（南相木村）に対し事業説明を行い、移管について検討を依頼します。 

３ 生活支援員を対象に研修会を開催し、事業への理解と、相談支援についてスキルアップを図

ります。（6 月頃） 

４ 権利擁護の観点から、日常生活自立支援事業の対象外となる利用者を支援することができ 

る社会資源について検討します。（通年） 

 

15 生活困窮者自立支援事業 〈市受託事業〉 

（事業概要） 

生活困窮者自立支援法に基づき、市内に居住する対象者が困窮状態から早期に脱却することを

目的に、対象者の自立と尊厳を確保しつつ、状況に応じて包括的・継続的な支援を実施します。さ

らに、関係機関とネットワークを構築し、対象者の早期把握に努めます。 

 

（中長期目標） 

１ 関係機関との連携を強化し、課題解決につながる支援体制を構築します。 

２ 企業との連携を図り、体験就労(プチバイト事業)を受け入れていただける企業の開拓を進め 

ます。 

３ 社会的な居場所づくりを進め、すでに実施している団体と連携を深めます。 

 

（令和 7 年度目標） 

１ 体験就労受入先企業の新規開拓目標  3 件   

 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

新規相談受付件数 282 件 229 件 250 件 250 件 

プラン作成件数 28 件 34 件 40 件 37 件 

一般就労者数 26 件 16 件 26 件 25 件 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 自立相談支援事業に基づく相談支援を実施します。 

２ 自立相談支援の機能強化として、アウトリーチによる相談支援を行います。 

３ 住居確保給付金事業、その他生活困窮者自立支援法に基づく任意事業（一時生活支援事業

や家計改善支援事業等）の相談支援を実施します。 

４ 各事業とのネットワーク強化の一環として、まいさぽ相談員が業務を兼務します。 

５ 必要に応じて、食糧支援を行います。 

６ 生活福祉資金の貸付相談に同席し、必要に応じて自立支援を行います。 
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７ 支援課題に応じ、他の関係機関に繋げることで、包括的な支援を行います。 

８ 支援調整会議を開催します。（毎月１回） 

 

16 家計改善支援事業 〈市受託事業〉 

（事業概要） 

生活困窮者の家計の状況を「見える化」することで、利用者の家計管理の意欲を引き出し、生活

の早期再生を図れるよう支援します。 

 

（中長期目標） 

自立相談支援機関「まいさぽ佐久市」が業務を兼務し、生活状況の把握をよりスムーズに行うこ

とで、事業の利用促進を図ります。 

 

（令和 7 年度目標） 

まいさぽ佐久市が業務の兼務を行い、市や関係機関と情報の共有や連携を図り、家計の状況を

「見える化」し、利用者の家計管理の意欲を引き出す改善相談を行うことで、生活の早期再生を図

れるよう支援します。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

延べ相談件数 148 件 392 件 190 件 190 件 

プラン件数 5 件 7 件 9 件 10 件 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 複合的な生活課題がある中で、家計管理意欲を引き出す必要があることから、関係機関との

連携により課題を整理し継続的な支援を行います。 

２ 課題解決に向けて相談者自身が考え行動できるように、支援プランを立て家計表を作成する

ことで家計の問題点を見える化し、寄り添いながら支援を行います。 

 

17 さく成年後見支援センター運営事業 〈広域連合受託事業〉 

（事業概要） 

 佐久広域連合からの受託事業として、佐久圏域市町村及び福祉関係者から成年後見に関する二

次相談を受けます。また、法人後見受任要件を満たした被後見人の権利擁護を行います。 

 

（中長期目標） 

中核機関としての機能強化と人材育成を行います。 
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（令和 7 年度目標） 

１ 人材育成について、中核機関職員向け研修や、ぱあとなあ基礎研修等に積極的に参加し、職 

   員のスキルアップを図ります。 

２ 制度の普及啓発について、関係機関や地域に出向き出前講座を開催し、周知を図ります。 

 

       年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

法人後見受任件数 34 件 46 件 60 件 70 件 

新規受任件数 6 件 18 件 16 件 10 件 

新規相談件数 135 件 127 件 131 件 140 件 

継続支援回数 626 回 518 回 325 回 400 回 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 法人後見の新規受任件数の増加により、一人当たりの受持件数も増加していることから、現   

在の人員体制が適切かどうか、また担当エリアが佐久広域 11 市町村と広範囲となっている点

等について、委託者である佐久広域連合と十分な検討を行います。（通年） 

 

18 結婚相談事業・婚活イベント事業 

（事業概要） 

１ 結婚を希望しているが、出逢いの少ない男女を対象に、出逢いの場を提供します。 

２ 登録者を対象に婚活イベントを開催します。 

 

（中長期目標） 

成婚件数を上げることを目標に、登録者数の増加のための PR を行います。 

 

（令和 7 年度目標） 

  婚活イベントを開催することで、新規登録者の増加を目指し、成婚件数を上げます。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

延べ相談件数 122 件 86 件 120 件 130 件 

見合い件数 22 件 6 件 15 件 20 組 

成婚数 1 組 1 組 2 組 3 組 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 結婚相談所の開設を行います。（通年） 

２ 広報誌「ぴーぷる」やＨＰ、報道機関等で相談所の周知を行います。（4 月） 
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３ 婚活イベントを開催します。（6 月～9 月） 

   婚活イベント（予定）  

    会場：佐久市福祉総合センター 

    内容：出逢いの場の提供 

    対象者：原則、結婚相談所登録者  定員 男女各 15 名 

4 結婚相談員会議を開催し、情報交換を行います。（4 月、9 月） 
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地域福祉部門（地域福祉活動の推進） 

19 ふれあいいきいきサロン事業 （世話人交流会事業含む） 

（事業概要） 

【ふれあいいきいきサロン事業】 

   高齢者等の孤立化・閉じこもり・認知症の予防のために各地区で開催されるサロンに対し、助 

成金を交付します。また、サロン実施における開催内容の相談、講師紹介等を行うとともに、未開 

催地区に対してサロンの立ち上げ支援をします。 

【世話人交流会事業】 

 世話人の資質向上と世話人同士の情報交換のために開催します。 

【サロン体験会】 

 サロンの輪を広げていくため、サロンの企画の仕方や、貸し出し物品の紹介等を行います。 

 

（中長期目標） 

市内全区でサロンが実施できるように積極的に各区へ出向きます。 

 

（令和 7 年度目標） 

ふれあいいきいきサロン体験会を開催し、開催を希望する区を対象に説明会を実施します。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

開催区数 38 区 82 区 94 区 95 区 

延べ参加者数 2,634 名 6,402 名 5,800 名 6,000 名 

新規立ち上げ区数 1 区 2 区 2 区 2 区 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ サロン未開催区に対し、市、地域包括支援センター等の関係機関と連携し、サロン体験会、世

話人交流会を通し、新規立ち上げ及び再開を促します。（通年） 

２ サロン体験会を開催します。（6 月） 

3 サロンの開催状況について確認します。（9 月） 

4 世話人交流会を開催します。（2 月～3 月） 

 

20 ファミリーサポート事業「ほっと・ホット」 （育児支援） 

（事業概要） 

育児支援が必要な家庭に対し支援会員が有償で支援し、地域で安心して生活できる地域づくり

を推進します。 
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（中長期目標） 

子育て支援の充実を図ります。 

 

（令和 7 年度目標） 

 広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、事業の周知及び育児支援会員の募集を行います。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

利用者数 19 名 38 名 30 名 40 名 

延利用時間 307 時間 691 時間 550 時間 600 時間 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、事業の周知を行います。（通年） 

2 育児支援会員を募集します。（通年） 

3 育児支援会員研修会を開催します。（2 月） 

4 佐久市にファミリーサポートセンター運営業務受託申請を行います。（5 月） 

 

21 介護助っ人事業 （介護支援） 

（事業概要） 

介護支援が必要な家庭に対し支援会員が有償で支援し、地域で安心して生活できる地域づくり

を推進します。 

 

（中長期目標） 

介護支援の充実を図ります。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、事業の周知及び介護支援会員の募集を行います。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 令和 7 年度目標 

利用者数 21 名 28 名 28 名 30 名 

延利用時間 323 時間 319 時間 240 時間 300 時間 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等により、事業の周知を行います。（通年） 

２ 介護支援会員の募集を行います。（通年） 

３ 介護支援会員研修会を開催します。（2 月） 
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22 敬老会助成 

（事業概要） 

地域福祉活動を支える組織の活性化を図ることを目的に、敬老事業を実施した区、または区公

民館へ、本協議会の「敬老会助成金交付要綱」に基づき、70 歳以上の高齢者一人当たり 600 円

（市 300 円＋社協 300 円）を助成します。 

 

（中長期目標） 

敬老会助成のための財源確保に努める一方で、助成金の対象者の見直し等について市と協議し

ます。 

 

（令和 7 年度目標） 

       年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

助成者数 22,618 名 22,681 名 23,451 名 26,440 名 

助成額 13,535,975 円 13,576,848 円 14,070,600 円 15,864,000 円 

（内）社協助成額 6,767,900 円 6,788,424 円 7,035,300 円 7,932,000 円 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 敬老の日までに、各地区の区長、公民館長等からの申請を受け、助成金の支払ができるよう、

準備を進めます。（7 月から 9 月） 

２ 広報活動等により、財源となる社協会費や共同募金への協力依頼を行います。 

３ 助成金の対象年齢を引き上げていく方法や、一人当たりの助成金額を見直す等、市と協議を 

  行います。（1 月～3 月） 

 

23 社会福祉大会 

（事業概要） 

実践発表や記念講演を行うことで、地域福祉への理解を深めていただくとともに、地域福祉活動

への参加意欲の醸成を図ります。また、これまでの社会福祉の発展に功績のあった個人・団体を表

彰します。 

 

（中長期目標） 

幅広い世代が参加できる社会福祉大会の開催を目指します。 
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（令和 7 年度目標） 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度実績 R7 年度目標 

参加者数 196 名 209 名 170 名 300 名 

会長表彰・感謝状 13 名・1 団体 3 名 3 名 10 名 

会長表彰（団体） 1 団体 0 3 団体 3 団体 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 開催予定日 10 月 8 日（水） 

   場 所     佐久平交流センター 

２ 実践発表者を決定し、大会での発表準備を行います。（8 月～９月） 

３ 被表彰者の推薦について、市の高齢者実態調査に合わせて民生児童委員、各地域包括支援 

センターへ推薦を依頼します。（4 月～６月） 

４ 市及び本協議会の広報誌「ぴーぷる」、ＨＰ等のほか、民間の広報媒体を活用して大会の広報

宣伝を行います。（7 月～１０月） 

 

24 佐久ふれあい広場 

（事業概要） 

障がいの有無、老若男女を問わず、多くの人と出会い・ふれあい・語り合いを通して、誰もが優し

い心をもって、お互いに支え合える住みよい地域づくりを一緒に考える場とします。 

 

（中長期目標） 

事業の周知方法について工夫します。 

 

（令和 7 年度目標） 

来場者数を増やすため、報道機関へ依頼し事業のＰＲを行います。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度実績 R7 年度目標 

開催日 中止 10 月 15 日 10 月 20 日 10 月 26 日 

実行委員数 81 名 35 名 38 名 40 名 

来場者数 - 400 名 450 名 470 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 開催日・会場（予定）  

    日 時 10 月 26 日（日） 9 時 30 分～ 

    場 所 あいとぴあ臼田   
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２ 第 1 回実行委員会を開催します。（6 月上旬） 

３ 第 2 回実行委員会を開催します。（8 月下旬） 

４ 第 3 回実行委員会を開催します。（9 月下旬） 

５ 報道機関へ事業のＰＲを行います。（9 月下旬～１０月上旬） 

 

25 「社協発展・強化（改善）計画」及び「地域福祉活動計画」の 

策定・評価 

（事業概要） 

 社会福祉協議会として地域福祉の推進を図り、将来にわたって健全な法人運営を継続していくた

めに、「社協発展・強化（改善）計画」及び「地域福祉活動計画」を策定します。 

 

（中長期目標） 

 「第一次発展・強化（改善）計画」及び「地域福祉活動計画」について進行管理を行うとともに評

価・分析することで、複雑化・多様化する地域社会における新たな福祉課題・生活課題を把握し、次

期計画に反映させます。 

 

（令和 7 年度目標） 

令和 6 年度事業について評価・分析をし、次年度事業に反映させます。 

     年度

項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

地域福祉活

動計画 

第三次計画 第四次計画 第四次計画 第四次計画 

第四次計画策定 第四次計画評価 第四次計画評価 第四次計画評価 

社協強化・

発展計画 

第一次計画 第一次計画 第一次計画 第一次計画（最終年） 

  第二次計画策定 
第一次計画評価 

第二次計画策定 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 策定委員会を毎月開催し、3 月までに第二次佐久市社協発展・強化（改善）計画を作成します。 

２ 令和 8 年度から、佐久市社協発展・強化（改善）計画と地域福祉活動計画の両計画を評価す 

ることができるように、評価委員会等の体制の見直しを行ないます。 
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26 フードドライブ事業 

（事業概要） 

家庭や職場で余っている食品を寄付してもらい、「まいさぽ佐久市」等を通じて、食糧を必要とし

ている方に配給するほか、子ども食堂への食糧提供も行います。 

 

（中長期目標） 

生活困窮者や子ども食堂等に食糧の提供をします。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」、ＨＰ、ＳＮＳ等により寄付を呼び掛け、多くの食品を集め生活困窮者等へ食糧

支援をします。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

協力者数 123 名 240 名 200 名 250 名 

食品点数 4,551 点 3,655 点 3,100 点 3,500 点 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 食料品の受け入れ（通年） 

平日受付場所：社協本所・各支所 

２ 広報誌「ぴーぷる」、HP、ＳＮＳにより寄付を呼び掛けます。（通年） 

 

27 地区社会福祉協議会事業 

（事業概要） 

市内 7 地区に地区社会福祉協議会を設置し、地域住民に最も身近な社協として「地域福祉活動」

を支援し、共に支え合う地域づくりを行います。 

 

（中長期目標） 

共に支え合える地域づくりを目指して活動します。 

 

（令和 7 年度目標） 

７地区社協の地区長による情報交換会の場を設けて意見交換することで、より良い活動に繋げ

ます。 

 

       年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

事業内容 総会・研修会・高齢者お楽しみ会・世代間交流会等 
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（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 7 地区社会福祉協議会でそれぞれ総会・研修会等を開催します。（4 月下旬～5 月下旬） 

２ 7 地区社会福祉協議会地区長、副地区長を対象に、地区社会福祉協議会情報交換会を開催  

します。（6 月下旬） 

３ 事務局担当職員間で、事業の取組み、在り方について意見交換を行います。（9 月） 

4 7 地区社会福祉協議会において、それぞれ会計監査を行います。（4 月） 

 

28 希望の旅事業 

（事業概要） 

介護保険サービス未利用者で、普段外出することの少ない障がいのある方、また、その家族を対

象に、社会交流の場を提供し生きがいを高められるよう、希望者を募集して旅行します。 

 

（中長期目標） 

事業の継続について見直しを行います。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」、ＨＰ、ＳＮＳの他、報道機関も活用して事業の周知を行い、新規参加者を増や

します。 

       年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度実績 R7 年度目標 

参加者 15 名 20 名 19 名 20 名 

 （内訳） 
障がい者 9 名 障がい者 14 名 障がい者 14 名 障がい者 15 名 

介助者 6 名 介助者 6 名 介助者 4 名 介助者 5 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 広報誌「ぴーぷる」やＨＰにより事業の周知を行います。（7 月） 

２ 希望の旅事業（予定）（9 月） 

   行き先：未定  募集人員：20 名 

 

29 共同募金 

（事業概要） 

社会福祉法第 112 条の規定に基づき毎年寄付金の募集を行います。 

共同募金は、社協のモデル定款に、市区町村社協が取り組むべき事業としても掲載され、長野県

内では「長野県共同募金会共同募金委員会業務に関する申し合わせ事項」により、市町村社協

の取り組み事項となっています。 
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（中長期目標） 

共同募金の配分金使途について分かりやすく市民へ周知することで、配分金の申請や募金協力

について理解を得ます。 

 

（令和７年度目標） 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 令和 7 年度目標 

募金金額 14,857,754 円 14,207,447 円 14,100,000 円 14,200,000 円 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ ７月までに対象事業の募集から決定までを行い、１０月の募金募集時には、配分先の団体と事

業を明記することで市民の理解を高め、募金の増額を目指します。 

２ 配分を希望する市内の福祉団体が応募できるように、公募規程を整備します。 

３ 配分事業や配分金額等の公平性が保たれるよう、審査委員会での基準を設けます。 

 

30 高齢者緊急時連絡票の配布 

（事業概要） 

安心して暮らせる地域づくりを推進するため、市内の 70 歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に、

第三者が緊急時に家族や関係機関へ速やかに連絡できるように作成した「緊急時連絡票」を、民生

児童委員の協力を得て配布します。 

 

（中長期目標） 

民生児童委員、区長等との連携強化を図り､70 歳以上のひとり暮らし高齢者の暮らしを守りま

す。 

 

（令和 7 年度目標） 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度実績 R7 年度目標 

配布枚数 664 枚 5,300 枚 1,344 枚 1,500 枚 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 民生児童委員に依頼し、対象者に緊急時連絡票を配布します。 

2 70 歳以上のひとり暮らし高齢者の居住状況の確認をし、新たな該当者については、緊急時

連絡票を配布します。 

3 広報誌「ぴーぷる」やＨＰに、この事業を掲載し市民に周知します。 

4 他の高齢者等見守り事業と連携した事業展開ができるよう関係機関と連携します。 
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31 ひとり暮らし高齢者等見守り事業 〈市受託事業〉 

（事業概要） 

民生児童委員が、乳酸菌飲料を届けながら、70 歳以上のひとり暮らし高齢者等の安否確認や

話し相手などになることで「地域の見守り」を行います。 

 

（中長期目標） 

民生児童委員と連携をし、地域の見守り活動を推進します。 

 

（令和 7 年度目標） 

本協議会が事業を実施していることを利用者、民生児童委員へＰＲします。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

延べ訪問者数 12,676 名 10,867 名 10,000 名 10,100 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 月 1 回、ひとり暮らし高齢者等見守り事業を実施します。 

2 乳酸菌飲料を配布する際に、日常生活の中で役立つチラシやおたりより等を同時に配布し情 

報提供を行います。 

 

32 バリアフリーマップ事業 

（事業概要） 

障がい者や高齢者、乳幼児連れの市民が、安心して街に出て行動範囲を拡大できるよう、市内

の公共施設や商業施設等のバリアフリー情報をＨＰで提供します。 

 

（中長期目標） 

商業施設等の調査を定期的に行うことで、常に新しい情報を提供するとともに、掲載への呼び掛

けを行います。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」、ＨＰ、、ＳＮＳの他、報道機関で事業を周知します。 

 

       年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度実績 R7 年度目標 

新規登録 0 0 0 2 

 

 



29 
 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ ＨＰの他、ＳＮＳや報道機関で事業を周知します。（4 月上旬） 

２ 社会福祉普及校連絡会議で事業を紹介します。（5 月上旬） 

３ 事業の見直しをします。（6 月） 

４ 法人募金依頼時にバリアフリーマップへの掲載について呼びかけを行います。（１２月） 
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地域福祉部門（福祉教育事業の充実） 

33 社会福祉普及校(福祉体験教室・福祉教材用 DVD 貸出)事業 

（事業概要） 

１ 児童、生徒、学生が、体験を通して社会福祉の理解と関心を高められるよう、日常生活の中に

思いやりの心を育むための活動を行っている小学校、中学校、高等学校、大学等の事業に対

し、１校 30,000 円を助成します。 

２ 小・中・高校等からの依頼を受けて、障がいのある方の講話や車いす・手話・点字体験等を行

う福祉体験教室を開催します。また、福祉教材ＤＶＤを活用し、福祉に対する理解を深め思い

やりの心を育む学習を行います。 

 

（中長期目標） 

【社会福祉普及校】 全校指定を目指し、各学校への働きかけを行います 

【福祉体験教室】 企業やボランティアグループ等でも実施してもらえるよう働きかけます。 

【福祉教材用ＤＶＤ貸出】 各学校等に、福祉体験教室の事前学習としてＤＶＤの活用を進めます。 

 

（令和 7 年度目標） 

社会福祉普及校会議を開催し、事業の説明を行います。また、企業やボランティアグループ等か

らの依頼がある場合、福祉体験教室を開催します。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度見込 R6 年度見込 R7 年度目標 

助成校 22 校 20 校 20 校 25 校 

体験教室開催校 8 校 5 校 4 校 8 校 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 社会福祉普及校会議を開催します。（5 月上旬） 

２ 社会福祉普及校申請書の受付を行います。（5 月中旬～7 月） 

３ 希望する学校等へ出向き福祉体験教室を実施します。（5 月～3 月） 

４ 佐久ふれあい広場実行委員会でボランティアグループ等へ福祉体験の実施について働き 

かけを行います。（5 月） 

５ ボランティアグループ、企業で福祉体験教室を開催するよう働きかけを行います。（9 月） 

６ 社会福祉普及校事業報告書の受付を行います。（2 月～3 月） 
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地域福祉部門（団体事務） 

34 日本赤十字社長野県支部佐久市地区 

（事業概要） 

日本赤十字社長野県支部と連携し、日赤活動資金の募集、義援金・救援金の受付、また、災害救

護活動の支援や赤十字奉仕団事業を推進します。 

 

35 佐久市赤十字奉仕団 

（事業概要） 

赤十字の博愛人道の精神に基づき、明るく住みよい社会を築き上げていくために、地域社会で

の奉仕活動に取り組みます。また、災害時に備え、自治会等と連携し、奉仕団を対象とした防災啓

発プログラム等の研修会を行います。 

 

36 佐久市シニアクラブ連合会 

（事業概要） 

「健康、友愛、奉仕」の活動のなかで、仲間づくりをとおして、生きがいと健康づくり、生活を豊か

にする楽しい活動を行うとともに、その知識や経験を活かして、地域の諸団体と共同し、明るい長

寿社会づくり、保健福祉の向上に努める活動を行います。 

 

37 佐久市戦没者遺族会 

（事業概要） 

共通の境遇に生きる同志的結束を図り、英霊の顕彰及び戦没者遺族の福祉の向上並びに、会員

相互の親睦を図るとともに、地域社会に役立つよう戦史を正しく学び、後世に継承すべく平和活動

や事業を実施します。 
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施設管理・運営部門 

38 佐久市福祉総合センター 〈所有施設管理運営事業〉 

（事業概要） 

福祉団体及びボランティアグループに会議室を無料で開放し、活動の活性化とボランティアの育

成を図ります。また、施設を無料で貸し出すことで、多くの団体等の継続した活動が、幅広い世代間

の交流、情報交換、協働活動の他、新たな活動の展開を促します。 

 

（中長期目標） 

幅広い世代が施設を使用できるよう利用促進を図ります。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等で施設の紹介を行い、ボランティアグループや福祉団体等の活用を

促進します。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

利用者数 5,384 名 7,362 名 8,200 名 8,500 名 

利用グループ数 685 団体 738 団体 800 団体 820 団体 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 施設を利用した具体的な活動内容を広報誌「ぴーぷる」、ＨＰで紹介する等、幅広い世代に利

用をしてもらえるようＰＲします。（5 月） 

２ 修繕が必要な箇所については、随時修繕を行います。（通年） 

 

39 佐久市老人福祉センター「長寿閣」 

〈所有施設管理運営事業〉 

（事業概要） 

市内の高齢者（60 歳以上）の生活相談、健康相談等に応じ、健康の増進、教養の向上、レクリエ

ーション活動の促進につなげるとともに、各種講座の会場として貸し出します。 

 

（中長期目標） 

高齢者（利用者）からの意見も取り入れながら、施設運営を行い、継続します。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等で施設の紹介を行い、施設利用率を上げます。 
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     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

利用者数 7,210 名 10,784 名 10,900 名 11,000 名 

入浴利用者数 4,785 名 7,654 名 7,800 名 7,900 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 市の運営事業負担金により運営します。（通年） 

２ 修繕が必要な箇所については、随時修繕を行います。（通年） 

 

40 佐久市臼田老人福祉センター 〈所有施設管理運営事業〉 

（事業概要） 

市内の高齢者（60 歳以上）の生活相談、健康相談等に応じ、健康の増進、教養の向上、レクリエー

ション活動の促進につなげるとともに、各種講座の会場として貸し出します。 

 

（中長期目標） 

高齢者（利用者）からの意見も取り入れながら、施設運営を行い、継続します。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等で施設の紹介を行い、施設利用率を上げます。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

利用者数 212 名 235 名 280 名 280 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 市の運営事業負担金により運営します。（通年） 

２ 修繕が必要な箇所については、随時修繕を行います。（通年） 

 

41 佐久市臼田総合福祉センターあいとぴあ臼田 

              〈市指定管理事業 令和７年度～１１年度〉 

（事業概要） 

地域における総合福祉及びふれあい拠点として市民の福祉と意識の高揚を図ることを目的に管

理運営を行います。 

平成 17 年度から市の「指定管理者制度」により佐久市社会福祉協議会が管理しています。 
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（中長期目標） 

総合福祉施設として施設管理運営を行います。 

 

（令和 7 年度目標） 

年間貸館見込利用者数  48,000 人  

年間お風呂見込利用者数 10,000 人 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

利用者数 37,800 名 49,177 名 45,000 名 48,000 名 

入浴利用者数 6,714 名 9,313 名 8,700 名 １０，０００名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 市の指定管理協定により運営します。（通年） 

２ 修繕が必要な箇所については、随時修繕を行います。（通年） 

 

42 浅科保健センター 

〈市指定管理事業 令和５年度～９年度〉 

（事業概要） 

１ 市民の健康の保持及び保健衛生の向上に資するための総合的な保健サービスの拠点として 

管理運営を行います。 

２ 平成 17 年度から市の「指定管理者制度」により佐久市社会福祉協議会が管理しています。 

 

（中長期目標） 

総合的な保健サービス・福祉拠点として管理運営を行います。 

 

（令和 7 年度目標） 

継続して健全な施設管理運営を行います。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

利用者数 11,463 名 13,161 名 12,000 名 12,000 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 市の指定管理協定により運営します。（通年） 

２ 定期点検等による修繕箇所の把握、予定修繕の実施します。（通年） 
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43 佐久市望月老人福祉センター 

〈市指定管理事業 令和７年度～11 年度〉 

（事業概要） 

１ 地域の高齢者の健康増進、憩いの場として施設の保守管理、利用者の送迎、入浴業務、ふれ 

あいいきいきサロンの開催場所として管理運営を行います。 

２ 平成 17 年度から市の「指定管理者制度」により佐久市社会福祉協議会が管理しています。 

 

（中長期目標） 

高齢者に必要とされる施設運営を行い、継続します。 

 

（令和 7 年度目標） 

広報誌「ぴーぷる」やＨＰ等で施設の紹介を行い、施設利用率を上げます。 

     年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

利用者数 4,331 名 5,972 名 6,500 名 6,700 名 

入浴利用者数 4,093 名 5,377 名 6,000 名 6,200 名 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 市の指定管理協定により運営します。（通年） 

２ 施設活用紹介等を広報誌「ぴーぷる」やＨＰに掲載します。（５月～９月） 

3 修繕が必要な箇所については、随時修繕を行います。（通年） 
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介護保険・障害福祉部門 

44 佐久市あいとぴあ臼田デイサービスセンター 

〈市指定管理事業 令和７年度～１１年度〉 

（事業概要） 

利用者が住み慣れた自宅や地域で、その有する能力に応じ可能な限り日常生活を営むことがで

きるように、通所により心身機能の維持または向上を目指し支援を行うと共に、介護者の負担軽減

を図ります。 

 

（中長期目標） 

通所介護、認知症対応型通所介護及び基準該当障害福祉サービスを強化し、受け入れ体制を

整え安定した経営に努めます。 

 

（令和 7 年度目標） 

１ 地域に必要とされる施設を目指します。 

    利用者延べ人数目標値   

    認知症対応型（1,515 人/年）総合事業（533 人/年）一般型（6,320 人/年） 

基準該当障害福祉サービス（150 人/年） 

２ 職員の資質向上および職員間の連携強化で、明るくやりがいのある職場を目指します。 

３ 施設や物品を大切に使用し、経費削減を目指します。 

      年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

延べ利用者数 8,459 名 8,744 名 8,480 名 8,518 名 

報酬額 82,967,834 円 83,336,620 円 81,186,000 円 80,706,710 円 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 関係機関に施設の強みをアピールします。 

   月 1 回の居宅支援事業所への実績配布時に合わせ、活動状況や取り組みなどの紹介を行い  

ます。また広報誌「ぴーぷる」およびＨＰも積極的に活用します。 

２ サービス向上のための研修会を多く企画し、職員の資質向上と連携強化を図ります。 

３ 施設や物品を大切に使用し、修繕・修理は早めに行います。また、こまめな節水・節電を行い  

ます。 
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45 就労継続支援Ｂ型 臼田共同作業センター 

〈市指定管理事業 令和５年度～９年度〉 

（事業概要） 

障がい者に対し、就労や生産活動の機会を提供するとともに、社会参加や一般就労に必要な知

識・技能を高め、一般就労への移行を視野に入れた支援を行います。 

 

（中長期目標） 

１ 継続利用だけでなく、通過施設としての役割も担う事で利用者確保に繋げます。 

２ 農業と福祉の連携を強化し、自主製品製作販売など、事業の安定に努めます。 

 

（令和 7 年度目標） 

１ 継続的利用者の増員を図り安定した経営に努めます。 

２ 自主製品の開発に努め、製作利用者の育成を行います。 

 

      年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

延べ利用者数 4,745 名 4,321 名 4,164 名 4,080 名 

報酬額 34,896,470 円 32,960,570 円 35,709,490 円 35,773,000 円 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 安定したサービスを提供できる人員配置・支援体制を整えます。 

２ 利用者に適した作業内容及び作業量の策定を行います。 

３ ニーズに応じたサービス提供が出来ているか随時見直しを行います。 

４ 関係諸機関と連絡を取りながら、利用者の確保を図ります。 

 

46 就労継続支援Ｂ型 浅科ふれあいホーム 

〈市指定管理事業 令和５年度～９年度〉 

（事業概要） 

障がい者に対し、就労や生産活動の機会を提供するとともに、社会参加や一般就労に必要な知

識・技能を高め、一般就労への移行を視野に入れた支援を行います。 

 

（中長期目標） 

指定管理期間内の運営体制を確保しつつ、市と今後に向けた協議・調整を行います。 
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（令和 7 年度目標） 

１ 継続的利用が出来るよう支援を行い、安定した運営に繋げます。 

２ 請負企業の作業だけでなく、自主製品の開拓を行い作業の幅を広げます。 

 

      年度 

 項目 
R４年度実績 R５年度実績 R６年度見込 R７年度目標 

延べ利用者数 4,469 名 4,339 名 4,150 名 4,200 名 

報酬額 36,595,510 円 3,350,714 円 34,300,000 円 34,339,000 円 

 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 利用者の体調等に適した支援を見直し、各関係者と調整します。 

２ 新規利用者増と安定した利用を図り、相談支援・関係機関と連携します。 

３ 個々の能力に適した作業を提供し、意欲を高めスキルアップに繋げます。 

４ 研修、会議等で職員の資質向上と連携した支援の強化に努めます。 

 

47 佐久市社協特定相談支援事業所 

（事業概要） 

障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する為、法律に基づき利用者の有する能力、

その置かれている環境及び障がい特性を考慮し、自立した生活を営む事が出来るように、必要な

相談支援を行うと同時に、支援者間の連携を図り適切な支援を行います。 

 

（中長期目標） 

相談支援専門員の人材確保と利用者への丁寧な調整を行います。 

 

（令和 7 年度目標） 

１ 資格要件を満たす職員を計画的に受講させ相談支援専門員資格を取得してもらい、事業継

読が出来るようにします。 

２ 利用者へ丁寧に説明・調整を行いながら担当件数を移行します。 

 

      年度 

 項目 
R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度目標 R7 年度目標 

実利用者数 1,270 名 1,366 名 1,362 名 960 名 

報酬額 6,451,830 円 6,285,280 円 6,777,340 円 4,457,390 円 
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（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 資格要件を満たす職員を協議会内より選び、研修を受講します。 

   〇初任者研修（9 月～11 月予定） 

   〇強度行動障害実践者研修（7 月～10 月予定） 

 ２ 現任研修を受講します。（10 月～12 月予定） 

 

48 佐久市社協多機能型事業所くれよん 

（事業概要） 

生活介護では、利用者が住み慣れた自宅や地域で、その有する能力に応じ可能な限り日常生活

を営むことができるようにまた、社会参加や生きがい活動への意欲向上を目指せるように支援する

とともに、介護者の負担軽減を図ります。放課後等デイサービスでは、支援を必要とする障がい児

に対し、学校や家庭とは異なる時間・居場所・体験等を通して個々に応じた支援プログラムを提供

し、学校休業日等の受け入れをする事で保護者支援を図ります。 

 

（中長期目標） 

利用者及び家族（保護者）から選ばれる施設を目指し、安定した経営に努めます。 

 

（令和 7 年度目標） 

１ 地域への宣伝活動を通し交流活動の促進とボランティアの受け入れを積極的に行います。 

２ 計画に基づいた継続的な活動を通して利用者や家族からの信頼を獲得します。 

３ 個々の特性に応じた支援が出来るように職員の資質向上を目指します。 

 

       年度 

項目 
R４年度実績 R５年度実績 R6 年度見込 R7 年度目標 

生
活
介
護 

延べ利用者数 2,519 名 2,458 名 2,472 名 2,516 名 

報酬額 21,865,622 円 22,926,050 円 23,056,629 円 23,467,022 円 

放
課
後
等 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

延べ利用者数 1,482 名 1,413 名 1,807 名 1,445 名 

報酬額 11,880,982 円 12,144,530 円 15,530,902 円 12,424,721 円 

 

（具体的な取組：何をいつまでに） 

１ 日頃の活動を広報誌「ぴーぷる」、HP、SNS 等で、積極的に発信します。 

２ 障害特性に対しての Web での学習機会を全職員に提供し、資質向上を図ります。 

  （無料の県作業療法士会や知的障害者協会等の物を視聴します。） 

３ 感染症等の感染状況に応じて地域ボランティアの協力を得ます。 

４ 職員会議を毎月定例で行う事で、支援方針を統一できるようにしながら活動内容を検討する 

  機会とします。 



 


